
受
講
日
用

　
テ
キ
ス
ト
代
…
４
，０
０
０
円
程
度

　
な
お
、
エ
ク
セ
ル
表
計
算
処
理
技
能
認

定
試
験
は
別
に
検
定
料
（
６
，４
０
０
円
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

受
講
申
込
及
び
受
講
者
の
決
定

　
締
切
…
８
月
13
日
（
水
）

　
受
講
決
定
者
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

少
子
化
対
策
課
か
ら
通
知
致
し
ま
す
。

受
講
申
込
先
　

　
健
康
福
祉
課
　 

２
２-

３
１
６
７

　
内

牧

支

所

　 

３
２-

１
１
１
１

　
波

野

支

所

　 

２
４-

２
０
０
１

＊
希
望
者
に
は
、
熊
本
県
母
子
寡
婦
福

　
祉
連
合
会
に
お
い
て
託
児
サ
ー
ビ
ス

　
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

　
援
セ
ン
タ
ー

　
　
０
９
６-

３
５
１-

８
７
７
７

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講

習
会
　
平
成
20
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ソ
コ
ン
技
能
講
習
会（
２
級
）募
集
！

講
座
内
容

　
表
計
算
ソ
フ
ト
「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」
の

操
作
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ

ン
技
能
講
習
会
を
実
施
し
、
母
子
家
庭

の
母
等
の
就
労
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日
程

　
９
月
６
日
～
11
月
22
日

場
所

　
母
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り
会
館

　
熊
本
市
錦
が
丘
３
４-

２
３
　

　
　
０
９
６-

３
６
７-

７
０
８
３

募
集
対
象

・
次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方

　
①
熊
本
市
を
除
く
市
町
村
在
住
の
母

　
　
家
庭
の
母
又
は
寡
婦

　
②
就
業
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得

　
　
の
必
要
が
あ
る
方
で
、
講
習
の
全

　
　
日
程
に
出
席
で
き
る
方

定
員
　
20
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

労
働
者
と
事
業
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
ま
す
！

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
や
解
雇
な
ど
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
に
お
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
「
話
し
合
い
に
応

じ
て
も
ら
え
な
い
」
「
で
き
る
だ
け
早
く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
（
県
庁
本
館
３
階
）
　
０
９
６-

３
３
３-

２
７
５
３

受
講
費
用

　
テ
キ
ス
ト
代
…
４
，０
０
０
円
程
度

　
な
お
、
エ
ク
セ
ル
表
計
算
処
理
技
能
認

定
試
験
は
別
に
検
定
料
（
６
，４
０
０
円
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

受
講
申
込
及
び
受
講
者
の
決
定

　
締
切
…
８
月
13
日
（
水
）

　
受
講
決
定
者
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

少
子
化
対
策
課
か
ら
通
知
致
し
ま
す
。

受
講
申
込
先
　

　
健
康
福
祉
課
　 

２
２-

３
１
６
７

　
内

牧

支

所

　 

３
２-

１
１
１
１

　
波

野

支

所

　 

２
４-

２
０
０
１

＊
希
望
者
に
は
、
熊
本
県
母
子
寡
婦
福

　
祉
連
合
会
に
お
い
て
託
児
サ
ー
ビ
ス

　
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

　
援
セ
ン
タ
ー

　
　
０
９
６-

３
５
１-

８
７
７
７

　
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
特
定
健
康
診
査
』
で

は
、
《
動
脈
硬
化
の
進
行
が
進
み
や
す
い
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
・
そ
の
予
備
群
》
を
見
つ
け
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
す
る
た
め
に
【
特
定

保
健
指
導
】
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
動
脈
硬
化
は
放
置
す
る
と
将
来
虚
血
性
心

疾
患
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
等
）
や
脳
血
管
疾

患
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）
に
進
行
す
る
可
能

性
が
高
く
、
ご
本
人
や
家
族
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。

　
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
健
診
結
果
か

ら
『
自
分
の
血
管
の
動
脈
硬
化
が
ど
ん
な
状
態

な
の
か
？
』『
ど
ん
な
生
活
習
慣
を
実
行
す
れ
ば

改
善
で
き
る
の
か
』
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
阿
蘇
市
で
は
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者
の
方

に
は
『
特
定
保
健
指
導
説
明
会
』
を
開
き
、
そ

の
場
で
直
接
健
診
結
果
を
説
明
し
て
お
渡
し
し

ま
す
。
対
象
者
に
な
っ
た
方
に
は
説
明
会
の
通

知
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
地
域
で
認
知
症

の
方
を
支
え
る
時
の
対
応
法
を
学
ぶ
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
、
家
族
介
護
教
室
の
一

環
と
し
て
宮
地
と
内
牧
の
２
ヶ
所
で
開
催
し
ま

す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
や
ご
家
族
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
や
、
参
加

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
、
担
当
事
業
所
へ
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

講
師
　
介
護
老
人
保
健
施
設
　
孔
子
の
里

　
　
　
副
施
設
長
　
松
永
美
根
子
　
氏

宮
地
会
場
　

　
日
時
…
８
月
11
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら

　
会
場
…
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

　
担
当
事
業
所
…
一
の
宮
在
宅
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
２
２-

５
１
５
１
　
担
当
者
　
坂
﨑

内
牧
会
場

　
日
時
…
８
月
25
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら

　
会
場
…
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
担
当
事
業
所
…
阿
蘇
在
宅
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
３
２-

５
１
２
２
　
担
当
者
　
田
代

認
知
症
の
方
を
支
え
る
対
応
法
を
学
ぼ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
！

～
健
診
結
果
は
、
あ
な
た
の
生
活
習
慣
を
映
す
鏡
で
す
～ 国民健康

保険から
お知らせ


